
長谷部勇一
学長・YNU校友会筆頭 副会長

杉田亮毅 
YNU校友会 会長

学おめでとうございます。横浜国立大学は、戦
前から高い評判のあった学校（神奈川師範、横

浜高工、横浜高商）を母体にして発足以来、国内外で
活躍する約 11 万人の卒業生を輩出しています。また、
国際都市横浜に位置し、世界水準の研究を進めると共
に海外留学生も毎年約 1,300 名が訪問する国際交流の
盛んな大学としても発展してきました。本学では、学部
ごとに同窓会があり、専門性を活かしたタテの交流を
担ってきました。それに加えて在学生、卒業生と教職員

も含む総合的な交流の組織として校友会を発足させ、
学部の壁を越えたヨコの交流、国籍を超えた国際的
なソトとの交流を、活発にすることを目指しています。

「実践的学術の国際拠点」として、グローバル・エク
セレンス大学として、本学は教育、研究、社会貢献を
推進していきます。校友会と同窓会がそのための重要
な役割を発揮するものと熱く期待しています。ご子息・
ご令嬢の良き将来のため、お手続きのほど宜しくお願
いいたします。

入

学生を実社会へとつなぐ真ん中に
校友会と同窓会があります

ご挨拶とお願い
長谷部勇一横浜国立大学 学長・横浜国立大学校友会 筆頭副会長

ヨコの交流	 ▶ 校友会（総合）

タテの交流	 ▶ 同窓会（各学部）

YNUの
校友会と
同窓会

・友松会（教育学部） 

・名教自然会（理工学部・都市科学部）

・富丘会（経済学部・経営学部）

すべてのチャンスを活かすため、校友会・同窓会へのお手続きをお願いします。

横浜国立大学校友会・同窓会のご案内
平成31年度入学生各位/保護者のみなさま
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校友会及び同窓会との
合同での主な活動学生支援①

横浜国立大学校友会の

新入生のみなさんへの支援は、入学と同時に始まります。
すべてのチャンスを活かすために、
校友会・同窓会へのお手続きを早めに！

　仕事、会社や職場の様子、大
学生活の過ごし方など、普段聞く
ことのできないことを、年代の近
い社会人の先輩に車座で気軽に
聞けます。

学生（留学生・日本人）と
社会人との交流会

　4 月 18 日（水）学 内 の 食 堂 に
おいて新入生歓迎会を開催しまし
た。新入生同士で学部を超えた
繋がりを持つことが出来、また、
学長や学部長とも話が出来る有
意義な会となりました。

新入生歓迎会
　IT 産業への就職を志望する在
校生とIT 産業に携わる卒業生の
交流会です。年に2 回の懇親会を
通じて、キャリア支援を行ってい
ます。

業界別交流会
IT業界交流会

　5 月 28 日（月）校友会、同窓会、大学と共催で横浜港ナイトク
ルーズを開催しました。同窓会事務局長がクルーズの説明を日本
語と英語で行い、OB がツアーガイドをしました。学生、留学生、
保護者、大学関係者含め 145 名が参加し、横浜の美味しい各種
のパンが山のように用意されて大いに盛り上がりました。最後に
有名な3 塔が見えます。KING、QUEEN、JACK！

学部の壁を越えたヨコの交流、国際的なソトとの交流を活発に展開

横浜港
ナイトクルージング

（同窓会との合同イベント）

交流会
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「同窓会は校友会と共に
  学生の皆さんをサポートしています」

横国の未来 皆で応援!!
生や在学生の海外留学支援、教授陣の
充実強化、先生達の論文作成支援、諸
施設の充実が可能になる。5 年経てば
YNU の世界ランキングは、飛躍的に上
昇。こんなすごい事を知らない人は「チ
コちゃん」（NHK 人気番組の主人公）に
こっぴどく叱られるのでは……。

テルでのコーヒーなら月に1 回、スタ
ーバックスなら月に2 回、禁酒ならぬ

「禁コ ーヒー」デーをつくる。1 年 に約 1 万
円の節約で、これを「大学基金」に寄附する。
卒業生、在学生の半分が実行すると1 年に
約 7 億円。「1 億 5 千万円」という大学の目標
の約 5 倍だ。これを財源に、海外からの留学

ホ

横浜国立大学校友会会長
日本経済新聞社参与

SUGITA Ryoki

杉田亮毅
横浜国立大学
校友会 会長

　9 月 29 日（土）、横国 Day（ホームカミ
ングデー）は、同窓生、学生、教職員ら
がキャンパスに集い、学部、世代、属性
の垣根を越えて親睦を深めるために開催。
2018 年は「森がつなぐ、横国の半世紀」
をテーマに、多くの方が参加しました。

横国Day （主催：大学、共催：校友会・同窓会で一体となって開催しています）

　体 育 系・ 文 化 系の部
活 動 団 体 に対し、コン
テストを実施し優秀団体
への表彰と支援を行い、
部 活の活 性 化、 大 学ブ
ランドアップを目指します。

部活支援プロジェクト
　横 国 生が自 分で開 発
したアプリで競う。IT 産
業で活躍する社会人から
高評価を得るアプリも多
く、レベルが高いコンテ
ストと評判です。

アプリコンテスト

　本学の地域貢献として、
地域実践教育センターが
進めている「地域課題実
習」のプロジェクトにつ
き、更なる充実発展のた
めに、 校 友 会 賞 などを
企画して応援しています。

地域実践課題プロジェクト
　留 学 を経 験した 卒 業
生・ 現 役 生 による留 学
の意義を語る座談会や、
海外留学説明会、留学
中の学生と直接話ができ
るイベントを、校友会が
応援しています。

インターナショナルウィーク

宮田芳文
富丘会理事長

芦川 宏
友松会会長

井上誠一
名教自然会会長
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授業を支援しています

　大学での主体的な学びを考え
る科目です。今年も卒業生をゲス
ト講師に迎え、熱い議論が交わ
され、学生の授業満足度は 3.84

（4 点満点）と高評価を維持して
います。

まなび座
「校友会リレートーク」

1年次／春学期開講（2単位）
　海外駐在経験のある卒業生の
体験談、グローバル人材に関す
る最新の研究成果を含め、異文
化コミュニケーションを考え、グ
ローバル環境で活躍する下地を作
る科目です。授業満足度は 3.83
と高評価でした。

グローバル化と
日本人
全学年／秋学期開講（2単位）

　主に海外ビジネスに関わった実
業界の9 名の講師により、企業活
動の実態、海外駐在員のやり甲
斐と苦労話等の体験談から様々
な業界の実務の世界を肌で感じ
吸収できます。

グローバルビジネス
実践論
2年次以上／秋学期開講（2単位）

平成30年10月3日（水）  ［教育学部］　講師：矢島ノブ雄氏（オシエルズ／FUNBEST代表／日本即興コメディ協会代表）
10：30─12：00 テーマ：心理的安全性と笑い─これからの学校教育における笑いのありかた─

平成30年12月6日（木）  ［経済学部］　講師：武田英明氏（国立情報学研究所教授）
14：40─16：10 テーマ：AI技術と社会（仮題）

平成30年11月30日（金）  ［経営学部］　講師：村上憲郎氏（㈱村上憲郎事務所代表取締役）
14：40－16：10  テーマ： 「IoT、ビッグデータ、人工知能が切り拓く、第4次産業革命を生き抜く」

平成31年1月15日（火）  ［都市科学部］　講師：花田琢也氏（日揮株式会社　執行役員 CDO）
 テーマ：未定

平成30年11月8日（木）  ［理工学部］　講師：小林誠氏
13：00－14：30  （2008年ノーベル物理学賞受賞、高エネルギー加速器研究機構特別栄誉教授、名古屋大学特別教授）
 テーマ：反物質─素粒子から宇宙まで─

学生支援②
横浜国立大学校友会の

キャリア教育、グローバル人材育成、学部横断的講演会を通じて
ALL YNUの力で学生を社会へ、世界へ送り出します。

グローバル人材育成を目指す講座、全学部生受講可能キャリア教育（授業科目）

校友会は5学部と共催で講演会を5回開催しています。講演会開催
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現在の就職活動スケジュール

10 月1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月ー 9 月8 月ー 12 月

★内定解禁説明会 選考

教員採用試験
（公立）スケジュール一例

2月末までに

エントリーシートが
出せる

志望先が絞れている

面接で語れる

★ 4月中旬から内々定

★4月から内々定

★3月下旬から内々定

公式発表

実
態
は

4年／修士23年／修士1

3月：学校推薦開始

4月～：選考

3月下旬〜：エントリーシート提出

4-6月：選考

3月上旬〜：エントリーシート提出

3月中旬〜：選考

１次試験出願 ２次面接 合格

企業理解
インターンシップ

別枠で早期選考
候補者確保

大企業：理系

大企業：総合職

中堅・中小企業

実際の就職活動状況を見据えて、1年次から就職支援を行っています。
全学部の学生が登録（参加）できます。（詳細は各学部学務係・キャリアサポートルームに照会ください）

その他：若手社会人と留学生・日本人学生との車座交流会、留学経験者と留学希望者との交流会など

まなび座
〈下記3講座は全学部生受講可能、2単位〉

自分たちで問題をみつけ、チームで解決策を見出し、
発表というプロセスを通じて課題解決力を鍛えます

ビジネスの
基本を体感する1年次

5学部と校友会共催の講演会（4ページ参照）
視野を拡げ世界を鳥瞰し、将来の進路や人生を考える参考に

早くから
広く社会を知る全学年

個別就職相談、模擬面接
キャリア・サポートルーム利用がおすすめ、人気の模擬面接は別途ご案内

3年次 就職活動実践に
備えて

貴重な体験談等から
グローバル世界への
対応の基本を学ぶ

全学年 グローバル化と日本人
海外勤務経験者もゲスト講師に、異文化理解とコミュニケーションを学ぶ

グローバルビジネス実践論
主要業界のグローバルビジネスで活躍したビジネスマンによる実践講義

1年次からの就職支援の流れ

　社 会で認 められ、 力 を
発 揮するため、 在 学 中に
先輩との交流や講演会か
ら広く社会を知り、後悔の
ないかたちで自分の進路を
目指すことが大切です。

YNU 校友会と同窓会は大学と協力して

就職までの道のりを
 しっかりサポートします

キャリア教育から模擬面接まで、

2年次
以上
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　校友会、同窓会、大学の共催で学生向け模擬面接会を開催し
ます。企業より面接官になるOB45 人、学生 100 人以上が参加し
ます。集団面接、個別面接を行い、別の部屋では業界ごとの説
明会がテーブルごとに行われ学生の熱心な質問を受けます。アン
ケート調査では 97% の学生がとてもよかったと評価しています。

模擬面接（同窓会との合同イベント）

就活の
ポイント
就職相談員より

情報のアンテナを張って素早く動ける準備を
→民間企業は 3 月から選考が始まる。外資、IT は更に早い

進路は初めからあまり絞らず、幅広く業界を見たうえで絞っていく
→志望理由に厚みが出る

インターンシップでよい評価を得れば、選考が有利に進む

「キャリア・サポートルーム」を気軽に活用しよう
→個別相談、模擬面接など就職対策の強い味方です。一人で抱え込まずに不安なことは相談すること。
　同窓会から派遣された社会経験豊かなキャリアアドバイザーが相談に乗ってくれます

個別就職相談（同窓会との合同イベント）
　校友会・同窓会から16 名のキャリアアドバイザーの派遣を受
け校友会は学生の就活支援を行っています。3 年生になったらな
るべく早く個別就職相談を受けて進路、エントリーシートの書き方、
面接の要領のアドバイスを受けることをお勧めします。

きめ細かなキャリア・就職支援を行う
キャリアサポートルームの紹介
　キャリア・サポートルームでは、会社の案内、
企業の求人票、会社四季報など就職に関する
刊行物、日本経済新聞、ビジネス誌などを取
りそろえています。
　また OB・OG 名 簿 検 索や、 公 務 員 関 係 資
料、インターンシップ情報、Uターン・Iターン
情報などを収集できます。キャリア・アドバイ
ザーによる相談（予約制）も行っておりますので、
就職活動で悩んでいることがあったら気軽にお
立ち寄りください。エントリーシートの相談や
面接の相談も受け付けています。

〈キャリア・サポートルームの紹介〉

横浜国立大学 学務部学生支援課  就職支援係 （学生センター3階）
〒240-8501  横浜市保土ケ谷区常盤台79-8 
 TEL ： 045-339-3117、3133　e-mail：gakusei.shushoku＠ynu.ac.jp

 http://www.ynu.ac.jp/career/

● 就職支援行事の開催

● アプリ、Twitter での情報発信

● 学外就職イベント情報の入手

● 先輩方の進路状況の閲覧

就職サポート内容（左記の他に）

まずは
キャリアサポート
ルームへ

お越しください！
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　「人と社会に誠実な行動に徹する/ 最高レベルの知
識と技術を追求する/ 前例を破る発想で取り組む」を
具現化する人材（アサヒビール）

柔軟性・適応力、
国際感覚を活かせる強みを持つ

　自らの知識・経験を駆使し、世界中のあらゆるリソ
ースを組み合わせ、お客様や社会の課題に対し、新
しい価値・答えを創り出し提供し続けていく、俯瞰力
と独創力をもつ（日立製作所）

主体的に成長できる人財、
高い志と挑戦

①グローバルなコミュニケーション力
②多様な価値観や変化に対応できる力
③新しいものを生み出そうとする気概

（三井住友銀行）

Five Values ⇒
First,Proactive＆Innovative,Speed,
Quality,Team SMBC/SMFG 　変化に対応するために必要な資質：会社に入って

成長して --- 現場で通用する語学力 / 戦略企画力 / 高
度・専門的知識 / 事業価値評価スキル（三菱商事）

常に求められる資質：創造力/共感力/
誠実さ/巻き込む力/表現力

著名企業人事担当役員が語る（2016.2.10 座談会より）

中込千晴さん
教育学部
学校教育課程 H30 卒

勤務先
横浜市立
新鶴見小学校

川瀬百合香さん
経済学部
国際経済学科 4 年

内定先
株式会社
小糸製作所

前田綾乃さん
経営学部
会計・情報学科 4 年

内定先
埼玉県

有見亜佐土さん
理工学部
建築都市・
環境系学科 4 年

内定先
アズビル株式会社

　4 年生になる直前まで進路に悩みましたが、教師という道を選び今
は毎日忙しくも楽しく過ごしています。やりたいことを見つけたら迷わず
チャレンジ ! たくさんの人と関わりたくさんの経験をしてください。経験、
努力は必ず最後に助けてくれます。

どんどんチャレンジ

　あっという間、でも充実した大学生活に　学業、部活・サークル、ア
ルバイト、趣味……。目的意識を持って何かに懸命に取り組むことで、
充実した大学生活、延いては納得のいく就職活動にしてください。

「あっという間」

　公務員試験は民間企業の選考よりも、特にコツコツ頑張れた人が報
われる試験だと思いました。ぜひ自分の納得のいく、後悔しない就職活
動をしてください。

自分を信じてコツコツ頑張る

　大学では、内外の活動を通して「10 ～ 50 年後にどうありたいか」と
いったビジョンを具体化できます。目先に囚われず、未来からバックキャ
スティングしましょう。

最高の“ファーストキャリア”を選ぼう

これから就活を考える後輩へのメッセージ

 「わが社に必要な人材」とは



最前線で活躍の著名な方々の経験を踏まえ
た貴重な講演で、ほかの学部生とも意見交
換できいい勉強になった。（経済学部 １年）

学生の声
〈講演会〉

卒業生の体験談を聞き、
大学生活や将来について
意見を交換したことは貴重
だった（理工学部 １年）

学問についてではなく、
その学問を学ぶため
の姿勢や考え方を学
べた（経営学部 １年）

学生の声
〈まなび座〉

校友会と同窓会の関係について

お問い合わせ先：横浜国立大学校友会 事務局
〒240-8501 神奈川県横浜市保土ケ谷区常盤台79-1 本部棟1階
TEL：045-339-3177　FAX：045-339-3178

営業時間：8:30-17:15（土日・祝日は除く）
e-mail：koyukai@ynu.ac.jp 

ホームページ：http://koyukai.ynu.ac.jp

メインストリート

→正門へ

小運動場

第一食堂

   

国大中央

経営学部
研究棟

校友会事務局
（本部棟１階）

　校友会は、学部横断型事業を行います。海外のネットワークを含んだ在学生、
教員、職員、卒業生の連携を通して、同窓会の協力を得つつ、在学生と大学
への様々な支援を目指します。
　同窓会は、皆さんの充実した豊かな学生生活の支援を行うとともに、各学
部、各学科の、永年の歴史の上に卒業生のネットワークを活かした交流の機会、
事業などを通じて卒業生との絆を深めます。そのほかに、キャリアアドバイザ
ーの大学への派遣、模擬面接官の大学への派遣を行い学生をサポートします。

会費について
　横浜国立大学校友会・同窓会はこれらの活動を行うために、新入生の皆さ
まから会費をいただきます。
　校友会費・同窓会費とあわせてお振り込みいただくこととなりますので、払
込取扱票記載の会費等の内訳をご確認いただき、合計金額をお振込みいただ
くようお願いいたします。
　添付の払込取扱票に必要事項をご記入の上、入学手続期間内にお近くの郵
便局にてお手続きいただきますようお願いいたします。
　なお、詳細につきましては、入学手続きのご案内に同封いたします。

注：各同窓会のホームページは、
　　上記校友会ホームページのリンク欄からご覧ください。

▶ http://koyukai.ynu.ac.jp

横浜国立大学校友会ホームページのご案内
　横浜国立大学校友会では、会員登録の有無にかかわらず、会員の皆さま方
へ校友会の各種活動、ご案内をお知らせするためにホームページを開設してい
ます。理事会・評議員会の議事掲載をはじめイベント案内なども行っておりま
すので、下記アドレスをぜひご覧ください。

校友会会員証について
　校友会会費をお支払いいただいた会員の方には、永年有効の会員証をお渡
ししています。会員証には会員お一人ずつに会員番号が付与されています。こ

れを提示していただくことで、在学中から卒
業後に渡って校友会主催の各種イベントへ
の優先参加、無償参加、割引での参加にご
利用いただくことが出来ます。ご利用できる
イベントや内容につきましては、校友会ホー
ムページにてその都度ご案内していきます。

質問が自由にできる雰囲気
なので、とても役に立った
（教育学部１年）

どの授業よりも自分自身
や社会に対する考えが深
まった（経済学部 １年）

個人情報の取扱について：横浜国立大学校友会・同窓会に提供いただいた個人情
報につきましては、会員情報管理、会報等お知らせの発送、会員の交流支援、就職支
援活動等のイベント開催関連のために利用し、同趣旨の目的の範囲内で各学内学会
及び横浜国立大学に提供することがありますが、それ以外の目的では使用しません。


